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建設廃棄物の現状

１．産業廃棄物の排出量及び最終処分量（平成２４年度）

国土交通省「平成２４年度建設副産物実態調査」

環境省「産業廃棄物の排出及び処理状況等（平成２４
年度実績）」

【出典】

２．不法投棄の内訳（平成２５年度）

 

３．建設廃棄物のリサイクル率の推移

国土交通省「平成２４年度建設副産物
実態調査」

【出典】

環境省「産業廃棄物の不法投棄等の状況（平成２５年度）について」【出典】
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％

平成１２年度

平成１４年度

平成１７年度

平成２０年度

平成２４年度

建設発生木材において、縮減を含めると、平成
１２年度では８２.３％、平成１４年度では、９０.
２％、平成１７年度では９０.７％、平成２０年度
では８９.４％、平成２４年度では９４.４％となる。

※

量及び割合については、四捨五入で計算して標記していることから合計値が合わない場合がある。※

 建設系廃棄物
計 133件
83.6％

建設

混合廃棄物

9,836ｔ

34.1%

がれき類

9,819ｔ

34.0%木くず

（建設系）

1,327ｔ 4.6%

汚泥（建設系）

650ｔ 2.3%

廃プラスチック

類（建設系）

647ｔ 2.2%

金属くず

1,562ｔ 5.4%

汚泥（その他）

1,420ｔ 4.9%

ガラス・

陶磁器くず

1,121ｔ3.9%

廃プラスチック

類（その他）

709ｔ 2.5%

木くず（その他）

565ｔ 2.0%
繊維くず

368ｔ 1.3%

廃プラスチック

類（廃タイヤ）

346ｔ 1.2%

 建設系廃棄物
計 22,279t
77.2%

 平成25年度
投棄件数
159件

 平成25年度

投棄量
28,840t


